六、利七漂流奇談
１　長瀬村利七漂流談

漂流奇談全集　　　　　明治４０年再版石井研堂編「漂流奇談全集」には、江戸時代に日本近海で遭難漂流して、ロシヤ船や米国船に救われたり熱帯の無人島や酷寒のカムチャッカ半島に漂着し、ロシヤ本国や、北米合衆国に送られたり当時の日本人として初めての体験に接し、なかには、ロシヤから大西洋を南下し、南アフリカの喜望峰を巡って、全く世界を一周して何年ぶりかに故国の土を踏むなどの奇談や、さらに自ら故郷を出発して、海外に進出したひとびとの奇談４項目が載せられている。

中ノ浜万次郎と　　　　いまでは、航空機でいねむりのうちに到着できる海外旅行も、江戸時代では地獄・極楽話と変

ジョセフ・ヒコ　　　わらぬ言語に絶した体験であり、これら帰国中には、漂着地で優秀な教育をうけて帰国し、日本文明開化のさきがけをなした中ノ浜万次郎や、ジョセフ彦の如きすぐれた人物もあった。このジ
栄力丸に利七乗船　　ョセフ彦との同船者に、長瀬村生まれの利七（後に佐伯文太と改名）がある。石井研堂の「漂流
す　　　　　　　　　奇談全集」巻頭年表に「安政元甲寅八月摂津の民清国より帰る」と載せているのがそれで、実は摂津国EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(う),菟)原郡大石村（神戸市御影町間中央西灘の少し東郊外にあり）松屋八三郎の持船で、１５００石（或は１６００石）積３１反帆栄力丸の乗組員が帰国したことにあたる。この帰国者の１人に利七がいたのである。有名な四国土佐（高知県）出身の中ノ浜万次郎は、この３年前の嘉永辛亥９月に、別船にて米国から帰国しているのである。
既刊「長瀬村利七　　　利七漂流の次第については、すでに昭和１３年７月、筆者が再版並びに解説を附した「長瀬村

漂流談」　　　　　　利七漂流談」に詳しく記してあるので、ここにはそのあらすじの一端だけにとどめ、その全EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぼう),貌)は後日折りを見て、再版を実現することとしたい。

